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研究成果の概要（和文）： 本研究課題では1970年代後半から1990年のドイツの再統一の時期までの「緑の運
動」を分析対象とした．その中で1970年代後半から興隆してきた「運動」と1970年代末から始まる「制度化（=
政党化）」という２つの潮流の相互の影響について実証的に解明した．また制度化の動きの中で，「保守革命」
「農業ロマン主義」「価値保守主義」「人智学」「（非）教条主義的新左翼」といった，一部は19世紀にまで遡
ることが可能な思想潮流がその中に流入していった事実も指摘した．それまで対極に位置すると見なされていた
それぞれの思想が前提とする社会観・社会秩序観の相違は党内に深刻な内部対立をもたらすことになった．

研究成果の概要（英文）：This research project analyses the 'Green Movement' from the late 1970s to 
the German reunification in 1990. It empirically elucidated the mutual influence of two trends: the
 'movement' that emerged in the late 1970s and the 'institutionalisation' (i.e. party formation) 
that began at the end of the 1970s. It also pointed out the fact that, in the process of 
institutionalisation, there was an influx of ideological currents such as the 'conservative 
revolution', 'agrarian romanticism', 'value conservatism', 'anthroposophy' and the (non-)dogmatic 
New Left, some of which can be traced back to the 19th century. The differences in the views of 
society and social order assumed by these ideologies, which until then had been regarded as opposite
 poles, led to serious internal conflicts within the party.

研究分野：ヨーロッパ史（ドイツ現代史）

キーワード： 価値保守主義　新しい社会運動　エコロジー　緑の党　左派オルタナティブ　市民社会　ドイツ　協同
主義

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ドイツにおける緑の党という政党組織の結成過程を市民運動との連続性・断絶性という観点から実証的に解明
した研究は我が国においては唯一独自のものである．
　それと同時に本研究は，参加型民主主義社会の実現に向けた一つの事例をその可能性と問題点を含めて具体的
に提示している．その意味で，ポスト経済成長至上主義社会，ないしは国家主導型の福祉社会の危機を迎えつつ
ある我が国の新たなガバナンスモデルを考える上で，極めて高い社会的意義を有していると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
市民社会論の系譜：1970 年代前半頃から西ヨーロッパ諸国を中心に成立してきた「新しい社
会運動」と呼ばれる，非営利的・非国家的な自発的組織を通した市民の政治参画の動きに対して
近年研究者の注目が高まってきている．その際に市民という概念は，政治経済史研究においてブ
ルジョワジーという概念で理解されてきたものとは異なる，citoyen, Staatsbur̈ger の語が内包
する側面が強調された形で使用される．例えば J. Habermas, J. Cohen, A. Arato といった（ア
メリカ・）フランクフルト学派による討議デモクラシー論や公共性論，R. Putnam などによる
社会関係資本論，M. Walzer, M. Sandel らのコミュニタリズム論などの，主として政治哲学・
政治学および社会学研究がこの系譜に属する．彼らは，大衆消費社会が成立した時代における公
共空間への参画・形成の主体としての「市民の運動」という側面に関心を置いている． 
 社会運動論の系譜：A. Doering-Manteuffel, M. Geyer, U. Herbert, E.Wolfrum らによる 1960
～80 年代論研究は，1970 年代前半頃からのドイツ連邦共和国の社会構造の変化の具現化の一
側面として「新しい社会運動」を理解している．彼らによれば，緑の党成立をめぐる一連の動き
は，社会運動の構造変化として捉えられるものであった． 
 ドイツにおける新しい社会運動の隆盛と緑の党の成立は，こうした市民社会論と社会運動論
の接点に位置するテーマであるにもかかわらず，社会運動・労働運動研究の豊かな伝統を有する
我が国の歴史学研究において，なお本格的な研究対象となっていない．そこで前回採択された課
題では，こうした認識から，新しい社会運動についての実証研究に取り組んできた．今回の申請
課題は，その継続・発展を目指し，新しい社会運動の一つの発展形態としての（環境）政党の結
成という現象の解明に力点を置いた．こうした研究重点形成の背景には，緑の党研究が主として
政治学研究によって進められてきために（例えば van Huellen, Markovits, Raschke, 遠藤マリ
ヤ，仲井斌，永井清彦など），社会運動との連続性の側面ないし社会の構造変化の反映としての
ハイポリティックスのあり方に着目した，いわゆる歴史学的な視点が弱いという申請者の認識
がある． 
 
２．研究の目的 
研究の目的は以下の３点に要約される：①緑の党の成立には，我が国の先行研究での主張と異
なり「価値保守主義」と呼ばれる理念が，極めて大きな影響力を果たしていた．この思想潮流・
勢力が掲げていた社会秩序理念を解明する．②緑の党は底辺民主主義を基本理念として掲げて
成立した．そこには 1970年代以降成立したいわゆる「新しい社会運動」が大きな影響を果たし
たという事情があった．そこで従来の研究では手薄であった，緑の党の社会運動との連続性とい
う視点から，（前身組織を含めた）組織構造，人的ネットワーク，メンバーの社会構成，運動の
思想的背景および活動戦略等を解明する．③上記の作業を通して，1960 年代後半から 1980 年
代前半という時代のドイツ（連邦共和国）の社会および政治文化の総体的な把握を試みる． 
具体的には以下の４点に焦点を設定して研究を進めていく． 
 (１) 価値保守主義という思想を，その歴史的起源および思想内容の歴史的な変化を見据えな
がら，19 世紀後半以降のドイツの工業化への反作用という長期的な文脈から解明していく予定
である． 
 (２) 価値保守主義を具体的に体現してきた人物ないし組織の活動に関して，1960〜80年代前
半までの時期を中心的に，再構成する予定である．中心的な分析対象は B. Springmann, H. 
Gruhl, E. Eppler，そして「緑の行動・未来(GAZ)」，「緑のリスト・環境保護(GLU)」などの組
織を予定している． 
 (３) 全国政党として緑の党が成立していくプロセスを，価値保守主義的潮流を含めた様々な
思想潮流相互の，そして指導部勢力と社会運動を拠り所にする各地方組織との間のヘゲモニー
争いという視点から再構成していく予定である． 
 (４) 1960～1980 年代の社会構造変化と新しい社会運動の隆盛および緑の党の成立という現
象の間にあるメタヒストリー的な把握の枠組みの構築の試み．ここではドイツ戦後史研究者の
多くが主張する「コンセンサス自由主義」という社会秩序への反発，ないしその揺らぎへの対応
として社会運動や緑の党を理解するという視点から，この時代を分析する枠組みを提起してい
く予定である．そこでは，経済成長至上主義・市場原理主義的な社会秩序へのオルターナティブ
としての地域主義・協同主義的社会秩序の模索というメタ枠組みが提起される予定である． 
 歴史学研究，とりわけ社会史・社会運動史研究という視点から見ると，緑の党についての研究
は，我が国においては，なお未開の領域である．政治学およびジャーナリズム的視点からの論考
は存在するものの（例えば小野一，西田慎，保坂稔など），社会運動との密接かつ複雑な関わり
を視野に入れながら，それを実証的に描き出した研究は皆無である．本研究の独創性の第一は，
多くの地域レベルでの運動家が遺した史料に基づき（申請者は，現時点では我が国の研究者とし
てトップレベルで史料を収集しているという自負がある），社会運動との複雑な関係の中で成立
していくプロセスを，政治社会史的な視点から実証的に解明するという点にある． 
 また一つの時代区分としての「長い 1960 年代」（A. Schildt）という枠組みでドイツ戦後史を
把握し，叙述するという営みも我が国においては，まだ端緒についたばかりである．この時期の



歴史的位置づけは，1930〜40年代を射程とする総力戦体制論（雨宮，山之内など）と 1950〜70
年代を射程とする自由主義コンセンサス（ないしライン型資本主義）論（Doering-Manteuffel, 
Angsterなど）との連続性・非連続性を巡る文脈の中で，西欧研究者の中で極めて大きな関心を
集めている問題であり，我が国においても近年注目を集め始めている（例えば小野清美の諸論考
ならびに申請者研究業績２）．本研究の独創性の第二は，「新しい社会運動」および緑の党が追求
した社会秩序構想・理念を分析していくという手法を通して，20 世紀における社会構造ならび
に政治システムの中長期的な変動の歴史的な意味付けをめぐる議論に一石を投じる点にある． 
 
３．研究の方法 
具体的な研究作業は，主として以下の５点に要約される． 
(１) B. Springmann, H. Gruhlなどの価値保守主義者の思想体系の解明：ドイツ国内の図書館・
文書館等に所蔵されている彼らの著作・講演原稿等を収集・分析する．(２)GAZ, GLU, AUDと
いった価値保守主義的傾向を体現していた緑の党の前身組織の活動および，党成立後の党内潮
流について，ハインリヒ・ベル財団所蔵史料を中心に分析する．(３)市民イニシアティブおよび
緑の党の成立当時の活動家や関係者に対するインタビュー．(４)「新しい社会運動」ならびに成
立期の緑の党の活動について，当時の新聞を中心としたメディア報道の分析．(５)上記の作業を
通して得られた知見を，日本の市民活動の事例と比較し，双方の特徴を分析する． 
 (１)価値保守主義者の思想体系を解明するための彼らの著作・講演原稿等の収集・分析：「自
然保護・人文主義・連帯に基づく共同体の維持」（E. Eppler）を原則とする価値保守主義という
理念は，1970年代以降使用され始めた概念であるが，生産力至上主義や市場原理主義的傾向へ
の批判的な志向を持つがゆえに，19 世紀末以降の産業社会批判を軸とする言説との間に複雑な
関係を有している（こうした指摘については，例えばU. Linse，F. Uekötter, 藤原辰史，小野清
美の研究を参照）．B. Springmann, H. Gruhlそして A. Haußleiterなどの価値保守主義者が遺
した多くの著作・講演原稿を分析することで，彼らの思想体系の全体像およびその思想形成のプ
ロセスを辿り，人間社会と自然環境をめぐる議論の歴史における彼らの思想の位置（例えばナチ
ズムの「血と土の思想」との関係）を検討していく予定である．代表的なものとして以下の文献
を念頭に置いている：Springmann: Bauer mit Leib und Seele, Gruhl: Ein Planet wird 
geplündert; Überleben ist alles, Haußleiter: Bewußtseinswandel bei konstanten Positionen. 
 (２)価値保守主義的傾向を体現していた緑の党の前身組織の活動の分析：1970年代に入ると，
主として環境問題，女性解放，住宅問題に対する関心から多くの市民運動が成立し，またその一
部は政党化を目指して積極的に活動していく．こうした組織の中でも，本研究の中心に位置する
価値保守主義的な傾向を持ったものとして「緑の行動・未来(GAZ)」，「緑のリスト・環境保護
(GLU)」「独立ドイツ人行動共同体(AUD)」などを挙げることができるが，これらの組織は，膨
大な量の出版物・パンフレット，ニューズレターなどを発行していた．ベルリンにあるハインリ
ヒ・ベル財団文書館(Archiv Grun̈es Gedächtnis Heinrich Böll Stiftung)は，これらに関する膨
大な史料を所蔵している．申請者は，上記の組織のシュレスヴィヒ=ホルシュタインおよびニー
ダーザクセン州における活動について予備調査を実施し，有用な史料の所在を確認している（例
えば A-Gerald Häfner: 12 GAZ, A-Wilhelm Knabe: 654 GLSH, ZS 441: Grüne Lieste 
Schleswig-Holstein (GLSH) Mitgliederrundbriefなど）．また同文書館は，成立期の党の指導的
人物であったペトラ・ケリーが収集していた文書も大量に所蔵しており，これも上記の組織の活
動を知る上で貴重な資料である（例えば，A-Petra Kelly: 2301 (SPV) Die Grünen 1978–1979）． 
 さらに緑の党の結成に際して価値保守主義勢力と熾烈な主導権争いを展開した勢力として，
非教条主義的左翼および共産党系の組織の存在があった．彼らの存在は，価値保守主義勢力の行
動に決定的な影響を与えており，その分析もまた不可欠である．幸いハンブルクにある社会研究
所文書館やベルリン自由大学に付属する議会外運動・社会運動文書館などが，こうした左翼系組
織に関する文書を所蔵しており，これらも積極的に利用していく予定である． 
 (３)市民イニシアティブおよび緑の党の成立当時の活動家や関係者に対するインタビュー：文
書館での予備調査ならびにドイツ人研究者から提供された情報を吟味した結果，党の成立に重
要な役割を果たした活動家十数名をリストアップすることができた．またその一部にはすでに
インタビューの依頼を行っている．彼らの多くは，ドイツ各地で社会運動や党組織が草の根的に
成立するプロセスで重要な役割を果たしていた．その意味で，彼らに対するインタビューは，史
料が断片的にしか残っていない底辺組織の活動の実態をオーラルヒストリー的に解明する上で
極めて重要である． 
 (４)メディア報道の分析：長期的に続いてきた連邦共和国の政党配置図に変化をもたらす可能
性があった緑の党は，当時のメディアにおいても大きな関心を集めていた．また活動の主体の側
も，デモ活動の情報を事前にメディアにリークするような例に見られるように，現代社会におけ
るマスメディアの持つ影響力を不断に意識しながら活動を展開していた．そこで当時の新聞報
道を中心にメディア分析も行う．この作業に関しても，すでに予備的な調査を行っている．現時
点において，保守系高級紙である FAZ紙上において，市民運動に関して報道された記事全てを
1949 年 11 月から全国組織として緑の党が結成された 1980 年まで収集した．また新しい社会
運動が，自らの活動の普及・相互コミュニケーションのために創刊した日刊紙 TAZも創刊号か
ら入手している．またハンブルクに関しては，Hamburger Abendblatt, Hamburger Morgenpost
などの全ハンブルクレベルの地方紙および Harburger Wochenblatt, Harburger Anzeige und 



Nachrichten等の州内の区レベルを対象とした新聞が，各種の市民イニシアティブについて，相
当な分量にわたる報道を行っていたことを確認している．上記の新聞資料はハンブルク大学図
書館，ハンブルク州議会図書館ならびに州立中央文書館においてほぼ全て閲覧可能であること
を確認しており，これらの施設に所蔵された資料を利用して研究を進める予定である．シュレス
ヴィヒ=ホルシュタイン，ニーダーザクセンに関しては，資料の所蔵場所を含め今後調査を進め
る． 
 (５)日独比較：申請者は本務校における研究・教育プロジェクトの一環として，これまで国内
の様々な市民活動の事例に対する調査を行ってきた．こうした調査で得られたデータとドイツ
の事例を比較検討することで，双方の市民社会の特質について検討していく． 
 
４．研究成果 
 研究の最終年度である 2022年度は，これまでの研究成果をまとめ，中田 潤『ドイツ緑の党
の現代史 1970年代から再統一まで 価値保守主義・左派オルタナティブと協同主義的市民社
会』（吉田書店）として 2023 年 6 月に刊行することになっている．本研究課題の最終成果であ
る上記の著作では，1970 年代後半から 1990 年のドイツの再統一の時期までの「緑の運動」を
分析対象とした．その中で 1970年代後半から興隆してきた「運動」と 1970年代末から始まる
「制度化（=政党化）」という２つの潮流の相互の影響について実証的に解明した．また緑の党と
いう制度化の動きの中で，「保守革命」「農業ロマン主義」「価値保守主義」「人智学」「エコロジ
ー社会主義」「（非）教条主義的新左翼」といった，一部は 19世紀にまで遡ることが可能な思想
潮流がその中に流入していった事実も指摘した．それまで対極に位置すると見なされていたそ
れぞれの思想が前提とする社会観・社会秩序観の相違を主たる原因として，再統一までの時期の
緑の党は，深刻な内部対立に苦しんでいた． 
こうした緑の運動および形成期の緑の党の活動を分析した結果，左派オルタナティブと呼ばれ
る人々の（政治）活動およびその背景にある思想が，その方向性を規定していく上で大きな役割
を果たしていたことが明らかになった．そこで今後の研究を展開する上で，左派オルタナティブ
と呼ばれる人々について，その思想面，活動の目標や実態，担い手たちの社会構成等に関して分
析していくことが重要であると考えている． 
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